
一般社団法人　兵庫県理学療法士会
理事会

開催日時 令和8年6月28日（日）　11時00分～11時40分
開催場所 BBプラザ神戸　会議室

出席者
間瀬、木澤、小山、岩田、山本、熊谷、樋笠、山口、正木、藤、有吉、井貫、中谷、森沢、
西原、上野、中村、岩井、小森、松本

欠席者 水田、桑山、玉木
記録者 松本
議題1 会長報告
【内容】
会長行動録（主なもの）

公明党議員研修会と急性期病院雇用・介護予防について：6月16日、公明党議員の研修会が行われた。
議員全員に来ていただき、急性期病院での雇用をしっかり進めることと、介護予防に関して話があった。非
常に興味を持っていただき、再来週には兵庫県病院局、高齢福祉課、医務課と話をすることになってい
る。

病院の増員計画：病院局からは、増員をやめたわけではなく、今年度ができなかっただけで、来年度から
は増員する方向性であると聞いている。今後5年が勝負で、患者が減る前に増員しないと手遅れになると
訴えている。県側も増員は考えているが、他の職種との兼ね合いで急激には進めにくいという雰囲気であ
る。
県議会での代表質問と法改正の動き：6月5日、県会議員が県議会の代表質問の中でリハビリテーション
に関して質問された。代表質問でリハのことが入るのは私の記憶では初めてのこと。

また、厚生労働省の中にリハの調整室ができ、小川先生の文章からも法改正を念頭に置いた動きが出て
きた。60年間変わっていなかった法律が変わる可能性が出てきたのは非常に大きい。

議題2 審議事項：総会のライブ配信について
項目 内容詳細

内容: 今までYouTubeでライブ配信をしてきたが、デリケートな内容や議員の訪問もあり、リスクが高いとい
う意見が出ている。もともとはコロナ禍で、推進リーダー研修の履修要件を満たすためにキーワードを表示
させるなどの目的で始まったが、現在はアーカイブサイトが整っている。
今後の対応として、ライブ配信はやめ、後で編集したダイジェスト版などをアーカイブ配信する形で十分で
はないか。早送りできない仕組みにすれば履修の担保も可能。全世界に公開するリスクを考え、ライブ配
信の廃止とオンデマンドへの移行をしていく。
審議結果： ライブ配信の廃止について（次年度から）　　異議なし承認。

議題3 協議事項1：総会の進行について
項目 内容詳細

今年の総会には、兵庫県議会議員2名があいさつに来られる予定。
総会の進行について、事務局より説明を行い、出席理事とともに進行手順の確認を行った。

議題4 協議事項2：総会事前質問について
項目 内容詳細

総会事前質問への回答内容について、理事会開催前にLINE WORKS上で理事間にて協議を行い、その
結果をホームページに掲載した。

議題5 協議事項3：【JPTA】令和８年度全国政策担当者会議について（7月6日）
項目 内容詳細

会長が講演予定。代表者としての出席は無し。視聴者として登録を事務局で行った。
議題6 報告事項（補足事項）
項目 内容詳細

1. 地域医療介護総合確保基金（医療分）に係る令和９年度事業提案の募集について：マルチモビディティ
事業の基金申請を8月末までに行う予定。事業内容に大きな変わりはない。精査して申請する予定。
基金の原資が消費税なので、今後1%になった際の影響や、生活期の事業を拡充する際にどう説明してい
くかが課題。

2. NASVA（自動車事故対策機構）からの講習依頼について：国土交通省の外郭団体であるナスバから、
頭部外傷や意識障害などの後遺症がある方やその家族向けに、身体機能の変化や褥瘡予防などの講習
をZoomで行ってほしいという依頼が来ている。講師適任者が出てこなければ、担当理事が対応予定とな
る。

3. 兵庫県士会のアーカイブや生涯学習の仕組みについて：広島県など他の県士会から参考にしたいとい
う連絡があり、対応していく予定。

次回の予定 日時：7月17日理事会
日時・場所 場所：web
今後の予定


